
 

 

 

 

 

 

反核燃・秋の共同行動むつ集会が開催されました。  11 月 13 日 

コロナ禍により昨年は開催を見送っていましたが、本

年はむつ中間貯蔵施設問題が新たな局面を迎えたことも

ありコロナ対策を万全にして下北文化会館に 30 名を超え

る参加者で開催されました。 

集会は現地実行委員会の中島寿樹委員長（原発核燃い

らない下北の会代表）のあいさつで始まり、基調講演と

して北海道泊村より瀬尾英幸氏（神恵内村長選挙立候補

者）を迎え、核廃棄物の最終処分場問題で揺れる現地の

状況などが話されました。 

講演の中では北海道で２番目に小さい村で 36 年間も村

長選挙もなかった神恵内村長選挙に隣接する泊村在住で

ありながら立候補した経過や文献調査に対する村民の意

識などが語られました。また、今後、文献調査を経て環

境調査を目指している原子力発電環境整備機構（NUMO）

の同村での動向なども述べられました。この中では下北

地域同様、小さな集落の中で自治体の方針に異議を唱え

ることの難しさ、近隣の泊原発が地域経済の要になって 

おり、反対の声を上げ辛い実情などが語られました。 

その一方で、北海道は本県と違い道条例で核廃棄物の

最終処分場を受け入れないことが決まっており、これか

らの闘いの基軸になって行くことなど、何としても環境

調査は許さない闘いを通じて青森県民と連帯していくこ

とを表明しました。 

その後、六ケ所村から駆けつけていただいた菊川慶子

さん（六ケ所花とハーブの里代表）、工藤祥子、杉浦弘

樹むつ市議より連帯のあいさつをいただきました。 

最後に原子力に頼らない社会の実現を目指し、中間貯

蔵施設の稼働を許さず、故郷を核のゴミで汚さず後世に

残すために活動を続けるとした集会宣言を確認し、野坂

庸子実行委員会副委員長（格の中間貯蔵はいらない下北

の会代表）の閉会あいさつで締めくくりました。 

また、会場では初めての試みとして反原発農業者によ

る「反原発産直市場」を併せて開催しリンゴや長芋など

の各種野菜の販売も行われ、集会を盛り上げました。 
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大間でも大間原発を許さない二つの行動がありました 
現地チラシ配布行動と活動交流会を開催 

 「大間原発に反対する地主の会」（今村修会長）は 11 月 3

日、毎年実施している現地チラシ行動と北海道の市民グループ

を交えた活動交流会を開催しました。行動には県内各地、北海

道函館地区から 25 名が参加し、現地で長年反原発活動を担っ

てきた故奥本征雄氏の墓参を行い、その後、町内に原発に頼ら

ない地域づくりなどを記載したチラシを配布しました。 

その後、会場を大間サンホテルに会場を移し、活動交流会 

を行いました。交流会では佐藤亮一さんが現地の状況などを報

告しました。また、先の青森市議選で当選した反原発市民グル

ープの小熊ひと美さんも参加、あいさつしました。 

例年はチラシ行動の後に地主の会所有地で栗拾いを実施し

ていましたが悪天候もあり今回は実施を見送り、２時ごろ散会

しました。下北からは佐藤亮一さんのほか、奈良宏一さん、栗

橋が参加しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

さようなら原発 青森・北海道合同集会、100 名を超える参加者がありました 
11 月６日、大間町開発センター駐車場で「やめるべ、

大間原発！11・６さようなら原発 青森・北海道合同集

会がされました。この集会は例年、青森県平和労組会議

と北海道平和運動フォーラムの共催で行われていました

がここ２年はコロナ禍で開催されておらず３年ぶりの開

催でした。今回は参加者を青森、北海道それぞれ 50 名ず

つに限定して 100 名規模で行われました。下北からは大

泉さんと栗橋が参加しました。 

大間原発は 2008年に着工しましたが、現在、本体工事

は止まったままとなっています。９月には安全強化対策

工事の開始時期を「2022年後半」から「２年程度延期」

することになり、運転開始時期の見通しも 2030年度以降

になるとしています。世界初のフル MOXの原発で、安全

性が最も心配ですが、電源開発が隠し続けた活断層や断

層が次々と見つかり、規制委員会の安全審査は進まず、

工事の再開は 5回も延期されました。14年前に工事に着

工しながら、完成のメドさえ明らかに出来ない原発は、

それだけ危険性が大きいものです。 

 集会は青森県平和労組会議阿部議長のあいさつで始ま

り、来賓として原水禁国民会議の藤本泰成共同議長が参

加しました。その後、青森・北海道のそれぞれの代表よ

り活動報告や決意表明があり、決議文を採択し、フェリ

ー埠頭まで「大間原発はいらない」「原発をなくそう」

などとシュプレヒコールしながら町内を行進しました。
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見切り発車の中間貯蔵施設稼働は許さない！ 

「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」がむつ市長へ申し入れ書を提出！ 
「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」（野坂庸子

代表）は６項目にわたる疑問点などをむつ市長宛に申し

入れ書として提出しました。申し入れはむつ市企画政策

部角本部長以下が対応し、申し入れの趣旨などを 30 分程

度にわたり話し合い、後日文書での回答を求めることと

しました。 

使用済核燃料中間貯蔵施設が原子力規制委員会の設工

認審査を終えるなど、工事完了が近づくなど新たな局面

を迎えていること、六ケ所再処理工場完工が 26 回も延期

され今後の見通しも全く不透明であり、中間貯蔵された

使用済み核燃料の搬出先が存在しないこと、むつ市長が

業界誌への投稿で同規制委員会の慎重な審査体制を批判

し、「トラブルが発生したら稼働しながらでも対処でき

るのではないか」などと述べ住民の安全を軽視する極み

の発言であること、福島原発事故以降の市民感覚の把握

のための住民説明会が開かれていないこと、これらにつ

いて６項目の疑問点を申し入れたものです。また、申し

入れには杉浦むつ市議も同席いただきました。 
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申し入れ書の内容 

(１) 貴職が昨年の資源エネルギー庁の第６次エネルギー基本計画のパブリッ

クコメント応募に関して『中間貯蔵事業を受け入れている立地自治体とし

て、市議会及び市民に対して使用済燃料の搬出先について説明することが

困難となる』としていることについて全く同感であります。つきましては

これに対して資源エネルギー庁の回答である『搬出時に稼働している再処

理工場で処理する』を評価すると議会で発言しておりますが、その真意を

伺います。 
 
(２) その意味においても仮に操業のための安全協定などの各種手順が整った

としても、再処理工場の操業が軌道に乗ったことが確認されるまでは、使

用済み核燃料の搬入を認めるべきではないと考えますが、これについて貴

職の見解を伺います。 
 
(３) 核燃料サイクル計画の見直し論が政府与党の間にも少なからず存在して

いると思われましが、今後、わが国の核燃料サイクル計画が見直しや中断

となった場合は、むつ中間貯蔵施設の定義自体が大きく損なわれることと

なりますが、そうした場合、貴職は本施設の存在を如何に位置付けるの

か、その見解を伺います。 
 
(４)  使用済み核燃料の搬入元とされる東京電力あるいは日本原子力発電か

らの搬入は諸般の事情の中でメドが立っていないと窺えます。こうした場

合において、このことを事由に関西電力など協定外電力会社の搬入につい

ては絶対認めないことをあらためて明言していただきたいと申し入れま

す。 
 
(５) 貴職は「Energy for the Future」誌 10月号に原子力規制委員会の審査

方針を「羹に懲りて膾を吹く」として批判しながら、中間貯蔵施設への使

用済み燃料キャスク搬入を先行させ、残る課題は搬入後に解決すべきとの

考えを示していますが、このことこそ私たちが一番恐れる貴職のスタンス

と案じて止みません。このことへの貴職の投稿の真意を伺います。 
 
(６) こうした中間貯蔵施設をめぐる課題について、福島原発事故以降、市民

の考え方も一定程度変わりつつあると私どもは判断しております。事業者

側と安全協定を締結する前に広く市民の意見を聴く場面の設定を強く望む

ものです。あらためてこうした考え方へのご回答をお願いします。 
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施設共用化、疑念は消えません 
 

 



《連合下北地域協議会 第 34 回定期総会開催！》 

すべての働く仲間を守り抜く集団的労使関係を追求する運動方針などを確認しました。 

 連合下北地域協議会は 11 月 18 日、ホテルニューグリ

ーンで第 34 回定期総会を開催しました。総会には 43 名

（うち委任状 18 名）の代議員が参加、議長に JP 労組下

北支部の坂井代議員、オールマエダユニオンの浜谷代議

員を選出し、来賓として連合青森から大澤事務局長を迎

えて開催されました。 

総会では 2022 春季生活闘争や参議院選挙闘争の総括、

ロシアのウクライナ侵攻抗議活動や各種ボランティア活

動経過などが報告、確認されました。また、新年度の運

動方針では、多様な就労者を含めた集団的労使関係の構

築、社会連帯を通じた平和、人権、社会貢献の取り組み、

これらの政策実現のための政治活動の強化などが確認さ

れました。そして下北地域の固有課題として企業撤退な

どの際の雇用確保への取り組みを強めること、大規模自

然災害想定の支援体制の確立や社会福祉協議会などの地

域組織との連携ネットワークづくりを強化し地域の防災、

減災対策の充実を目指すこと、明年の統一地方選、むつ

市議選などで推薦候補の必勝へ向けて政治活動の強化を

図ることなどが確認されました。 

最後に谷川議長の団結三唱で総会を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地方自治体選挙 社民フォーラム所属/立憲民主党公認候補の必勝を 

 今月 18日に投開票される十和田市議会議員選挙および明年 4月の統一地方選において社民フォーラム所属の立憲

民主党公認候補が次々に核燃されており、それぞれ各陣営では闘いのスタートを切っています。とりわけ間近に迫る

十和田市議会議員選挙について、それぞれ友人知人への投票要請などをお願いいたします。 

◆十和田市議選 立候補予定◆         ◆県議選・上北郡区 立候補予定◆   ◆統一地方選◆ 

12 月 11 日告示/18 日投票                2023 年 4 月予定              2023 年 4 月予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓のあいさつをする連合青森大沢事務局長 総会終了に向けて団結三唱する代議員 
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いずれも現時点で確認されている立憲民主党公認かつ社民フォーラ
ム所属の立候補予定者です。今後も確認され次第お知らせします。 



県議選むつ市区、越前陽悦議員（自民）の引退表明で波乱含みの情勢 
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選挙区 定数 構成市町村
東津軽郡 1 東津軽郡全域
西津軽郡 1 西津軽郡全域
南津軽郡 1 南津軽郡全域（除：大鰐町）
北津軽郡 1 北津軽郡全域（除：中泊町）
上北郡 4 上北郡全域
三戸郡 3 三戸郡全域
青森市 10 青森市
弘前市 6 弘前市、西目屋村
八戸市 8 八戸市
黒石市 1 黒石市
五所原市 3 五所川原市、中泊町
十和田市 2 十和田市
三沢市 1 三沢市
むつ市 3 むつ市、下北郡全域
つがる市 1 つがる市
平川市 2 平川市、大鰐町

何としてもすべての定数 3 名区以上で非自
民系県議のいない選挙区での勝利が青森県政
を変える原動力となります。現在はむつ、上
北郡、三戸郡の 3 選挙区が該当します。 

会派名 自由民主党 立憲民主党 公明健政会 日本共産党 青和会 県政の会 欠員 現員

議員数 31 4 3 3 3 2 2 48

青森県議会の会派別議員数

※県政の会＝県民が主役の県政の会
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↑11/5 東奥日報                                  ↓11/17 東奥日報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍は依然として猛威を振るい、旧統
一教会問題も収まる気配もない中、下北の課
題もいろいろ報道されました。 

←11/5 デーリー東北   ↑11/29 デーリー東北 
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←11/30 東奥日報 
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宮下市長が業界誌への投稿で原子

力規制委員会のむつ中間貯蔵施設の

審査方針を「羹に懲りて膾を吹く」

として批判しながら、使用済み燃料

キャスク搬入を先行させ、残る課題

は搬入後に解決すべきとの考えを示

していますが、このことこそ私たち

が一番恐れることです。また、核燃

サイクル事業によるプルトニウムの

管理が日本の安全保障政策も不可欠

だとしています。核燃サイクルが軍

事目的などと述べているのとおなじ

ことではないでしょうか。 

【編集後記】 
 



 
 

名前だけは耳にしたことがありますが、その歴史や由来は殆ど知りませんでした。皆さんには「釈

迦に説法」かも知れませんがが、関連する民話や伝説もちょっと読み返してみませんか。 
 
むつ市川内町、蛎崎城跡は陸奥湾

を望む小高い丘にあります。建武元

年（1334 年）、根城南部氏４代・師

行の目代として配置された武田修理

の居城でした。のちに武田氏は蛎崎

氏と改め、改築された蛎崎城は錦帯

城と称されました。その後、根城南

部氏６代・信政は後村上天皇の甥・

良尹（ながただ）を下北地方、田名

部の領主として迎えました。この時、

良尹は現在のむつ市城ヶ沢にあった

という順法寺城を居城とし、人々は

天皇の血を引く良尹の一族を北部王

家と呼んだとされています。 

 文安５年（1448 年）、北部王家５

代・新田義純は重臣の蛎崎蔵人の謀

略により、子供達と共に暗殺されま

した。それにより、蔵人は北部王家

の実権を握ることになりました。世

に言う『蛎崎蔵人の乱』です。 

蔵人による謀反の報は、北部王家

とゆかりの深い根城南部氏にももた

らされました。13 代当主・政経は、

幕府に事の詳細を報告し、後花園天

皇から蛎崎蔵人追討の勅許を得てい

ました。その間、蔵人は北部王家の

財力をつぎ込み、城を強固な構とし、

松前アイヌの兵など多くの兵力を集

めたといいます。 

 康正２年（1456 年）12 月、いよい

よ勅許が出ます。根城南部軍は蔵人

への攻撃を開始しましたが、大雪と

いう条件に有利であったアイヌ兵の

勢力により苦戦が続きました。政経

軍は海上から錦帯城を奇襲、蛎崎軍

を破り、錦帯城は落城、蔵人は蝦夷

へ逃げました。 

 蛎崎蔵人の乱を平定した根城南部

氏は、幕府や朝廷からの許しを得て

からの戦であったため、恩賞として

北部王家の所領・田名部３千石と錦

帯城等に蓄えられていた莫大な金・

銀や銭、食料を与えられました。 

こうして南部政経の領主としての

威令は一段と高まりました。その後

は南部氏の領地として、一族の新田

盛政を城代としました。 

現在は、旧蛎崎小学校の敷地を含

む一帯であり、「錦帯城公園」とし

て登山道が整備されており、土塁な

どの遺構を確認することができます。 

 

蛎崎氏を巡る伝説・民話～郷土史家・立花勇氏書籍より 
【姫杉】川内町蛎崎の香ノ木畑というところに、むかし

蛎崎城主・蛎崎信純の娘、松子姫の手植の杉とも、また

松子姫の墓標とも伝えられる老杉があった。明治末の頃

で樹令 500 年をこえるといわれていたが、そのころ老木

を是非ほしいという人があり、畑の持ち主であった干場

という人が村人たちの止めるのも聞かず、その木を売っ

てしま った。こうして老杉は伐採されてしまったが、そ

の後、干場家には病人が続出し、更に当主は気がふれて

不幸が続いた。心配した家人が占者に占ってもらったら、 

樹霊の祟りだという。その噂が部落に広がったため、家

族はその祟りの続くことを恐れ、老杉の伐採跡に小祠を

建て、その樹霊を祭ったという。 

蛎崎の西端にある七面山は、昔の蛎崎氏の城址といわ

れ、その頂上には唐笠松とよぶ老松がある。昔から部落

の人たちが出漁したとき沖からの目じるしとなる老松で

あった。昭和 10 年頃この地域の立木を売り払った際、こ

の老松も伐採されようとしたが、部落の人々は先の姫杉

の祟りを思い出し後難を恐れてこの木は切らなかった。 
 
【灯松】むつ市角違の海岸は明治の頃まで今の位置より

も 60 メートルも沖のほうに広がっていて、その海岸にそ

って樹令数百年を数える松の立木が並んでいたという。 

 これは、昔、蛎崎氏が下北へやってきてこの辺りを通

りかかった夜半、不案内の土地で灯火の用意もなく困っ

ていると、先の方にボオッと灯り見えた。喜んでその灯

りを頼りに近づいてみると、角違の海岸に立ち並ぶ松の

梢にいくつもの灯火があったので、その灯を頼りに足を

急がせ、その夜のうちに蛎崎に着くことができた。 

のちに角違の人々を呼び寄せ、「あの時、松に灯を灯

して、自分の難儀を救ってくれたのは誰だ」と訊ねたが、

それを知る者はいかなった。不思議に思った蛎崎氏は

「あれはきっと神が我々を憐み、救ってくれたに違いな

い、そしてあの松は神霊の宿る木々なのだろう」と思っ

て、村人たちに、老松の伐採を禁じたという。 

このことは時代が 変っても長く受け継がれ、角違では

代々、個人の私有地内にある松でも勝手に伐採すること

は禁じられたという。 

だから明治の頃までは、海岸や神社の近くや、今の稲

荷堂のあたりには松の大木が多く残っていたが、その後、

海岸は潮流によってどんどん削られ、そのため海岸にあ

った老木は倒れたり、伐採されたりしてなくなってしま

ったし、海岸から奥のほうに残って いた老木も、その後

の農地の拡張のため次々に切られ、今は一本も見られな

くなってしまったという。 

※「下北半島の歴史と民俗」より抜粋

 

シリーズ 歴史を紐解く➄ 蛎崎城（錦帯城）～むつ市川内町 


